




要約:テレビゲームによる小児の眼障害について検討した。1 日 1 時間以上のテレビゲー

ムを毎日行っている 11 例で視力、色覚、調節機能検査を行ったところ異常所見はみられ

なかった。また 3例で 2時間テレビゲームを行った後、ただちに同検査を施行したが、こ

れらでも異常はなかった。弱視の治療のために健眼遮蔽を長時間毎日行っている 25 例で、

治療を継続させる方法を検討した。4 歳頃よりテレビゲームがあげられるようになり、5

～7歳頃までは最も有効な手段となっていることが判明した。


